
管理測定技術

舞:581ヨ (2013`手 )
間3 次のI～ Ⅲの文章の|   |の部分に入る最も適切な語句,記号又は数値を,それぞれの解答群から 1
つだけ選べ。

I 現在,数多くの放射線発生装置が様々な目的で使用されている。放射線発生装置の管理において
は,放射化するメカニズムについて理解しておくことが必要である。
我が国では,放射線発生装置の種類では電子加速器が最も多く設置されている。電子加速器の利用
としては高エネルギーの電子を加速して直接対象物に照射する場合と,電子をターゲット (金属な

ど)に照射して発生する
「 'こ

hを対象物に照射する場合とがある。後者の場合,10 MeV以 上の電

子線をターゲットに照射するとE:嚢コが起こり,タ ーゲツトやその近傍が放射化することがある。
B は重金属では 10h4eV程度でも起こるが,酸素などの軽元素では20 MeV程度にならないと
起きない。  B によつて二次的に発生するE中 は周辺部に広がり,微弱ではあるが放射化す
る可能性がある。例えば加速器の構造材の鉄やステンレス中に

60c。 が検出されることがあるのは,

わ

軍↑,31苦 5はこ二璽壺捲乳鰍 |:二 3bぉ り,放射性同位元素を製造するのに使用される
ことが多い。加速エネルギーが 10N4eV程度では重金属元素の核反応は起きないが,軽元素では起こ

る。  E が標的物質中で停止するまであ距離をE:茸珀という。加速エネルギーが数十 Mev程
―     度では標的中で停止するため,狭い領域に強い放射能が生じることになる。このため,タ ーゲット近

傍は局所的に高い線量率となっている可能性があることから,サイクロトロン室内で作業する場合に

は,線量の減衰を待って行うなど被ばくの低減に努める必要がある。また,標的物質中で二次的に発
生する C によって周辺部も放射化することから,加速器室内に持ち込む物品に注意する。
<A～ Fの解答群>
1 励起 X線  2 即発γ線  3 制動放射線  4 中性子捕獲反応  5 光核反応
6 核破砕反応  7 中性子  8 電子  9 荷電粒子  10 中間子  11 飛程
12 阻止能  13 平均自由行程



路 』参雁轟h護罹il就駆nttf∬翼墨5,勲貢覇黙 魚3
たものである。表中の (1)か ら (4)で製造される放射性同位元素は,順にEコ 卸,E亜到口 ,

E亜夏口及びE亜」騨である。

標的核 入射粒子 放出粒子 生成核 半減期 (分 )

“N d J 2.“

14N
p α K 20.4

16。
p α L

(4)
180

p n M 109.8

また,  L を標的核 i℃ から製造するにはEN詢 反応を利用することができ,EMコ を標
的核
20Neか
ら製造するにはE亘韓 仮 応を不U用することができる。

表中の放射性同位元素はいずれも半減期が短い。それらのうち,l GBqの放射能が約 400分経過後
に 13qに まで減衰するのは

呻
である。

<G～ Iの解答群>
1 中性子  2 陽子  3 電子  4 β

~壊
変  5 β+壊変  6 核異性体転移

7 PIT(陽電子放射断層撮影) 8 SPECr(シ ングルフォトン断層撮影)
<J～ Mの解答群>
1  1lC   2  12C   3  13N   4  15N   5  140   6  150   7  17。    8  17F
9  18F   10 19F

<N,0の 解答群 >
1(p,n) 2(d,p) 3 (d,n) 4 (d,0  5 (cn) 6(α ,p)

<Pの解答群>
I  liC   2  12c   3  じN   4  5N   5  140   6  50   7  17。    8  17F

9  18F   10  19F

Ⅲ l GBqの 18F標識化合物 (lcm線量当量率定数 :0.165パ v・ぽ 。MBq~1・ h~1)がガラスバイアル中に
l cm3の液体 として入っている。

線源とみなし,バイアルの遮蔽効果を無視できるとした場合に50 cmの距離での l cm線量当量率
はE【痙ロパ v・ h-1と なる。そこで,鉛で遮蔽を行うことにし,線源の出し入れにはトングを使用す
ることにした。鉛の密度は Hg・ cm~3,質量減弱係数は 0.13 cm2.g~1と する。半価層及び 1/10価層は

それぞ利Eコ Z卜m及び  璽車]cmと なる。したがつて,バイアルが厚さ5 cmの 鉛遮蔽体で囲ま

警[源畠馨軍Iの
線量はおおよそE正電フトの1に減衰することになる。

1  16.5    2  82.5    3  165    4  660    5  1,650

<R,Sの 解答群 >
1  0.2    2  0.5    3   1.0    4  1.6    o  2.0、    6  3.2

<Tの解答群>             :   `    ‐

1  10    2  50    3  100    4  500    5  1,000    6  2,000


